
 

第 49 回 技能五輪全国大会 

「家具職種」競技課題 

 

 

次の注意事項および仕様に従って、図面に示す課題を製作しなさい。ただし、競技当日に課

題を一部変更するので、競技図面は、公開図面と一部異なる。なお、競技用図面は競技会場下

見のおりに配布する。 

１． 競技時間 

   標準時間 １１時間３０分     打ち切り時間 １２時間 

 

２．注意事項および仕様  

（１）脚部（前後左右脚・左右貫・前後左右幕板・左右仕切り板）、箱部（蓋・前板・裏板・

左右側板）および引き出し部（前板・向板・左右側板）については、墨付けが完了し

た後、検査を受けて接ぎ手の加工に着手する。この場合の検査は、各部ごとに上記の

部材を一緒に提出する。 

 （２）脚部、箱部、引き出し部については、加工が完了した後（本組直前）検査を受けて組

み立てる。 

 （３）製品の寸法と接ぎ手の仕口は、全て競技図面（図面会場下見当日に配布）通りに加工

すること。図面に寸法が指示されていない仕口の割付、木ねじの締め付け位置などは、

支給材料の範囲内で選手の判断により工作する。（図面に木ねじ・だぼ・ビスケット

が表示されているが、必ずしもその位置が最適とは限らない。） 

 （４）蓋部材の芯板（MDF）への酢酸ビニル樹脂エマルジョン接着剤による突き板貼りは、

表面（上面）を枡貼りとし、裏面（下面）を平行貼りとする。木端（縁）は挽板貼り

とする。 

 （５）競技に使用できる工具と工作機械は、別紙持参工具一覧および設備基準に基づく競技

用工具と工作機械に限る。 

①留め加工が必要な部材は、「軸傾斜横切り丸鋸盤」、「電動ルータ」および「電動

トリマ」を使用してもよい。 

②箱部（蓋・前板・裏板・左右側板）の切り回しには、「軸傾斜横切り丸鋸盤」また

は「昇降丸鋸盤」を使用してもよい。 

③甲板の前後左右付縁の留め端ばめ接ぎの加工には、「軸傾斜横切り丸鋸盤」「昇降

丸鋸盤」、「電動ルータ」および「電動トリマ」を使用してもよい。ただし「電動

ルータ」「電動トリマ」を使用して加工する時には必ず加工治具を使用すること。 

④引き出し部（前板・向板・左右側板・底板）の切り回しには、「軸傾斜横切り丸鋸

盤」または「昇降丸鋸盤」を使用してもよい。 

⑤脚部材（前後左右脚・左右貫・前後左右幕板・左右仕切り板）の長さ決めには「軸

傾斜横切り丸鋸盤」または「昇降丸鋸盤」を使用してもよい。 

⑥引き出しの前板と側板および側板と向板の仕口加工は手加工する。なお、各仕口の

墨付け具として、包み蟻形組接ぎ用型板および組接ぎ用型板を使用してもよい。ま

た、引き出し底板取り付け用の小穴溝および吊桟用の溝加工には「電動ルータ」、

「電動トリマ」および「昇降丸鋸盤」を使用してもよい。 

公表 



⑦前後左右脚と左右貫および左右幕板と前後幕板との接合部のほぞ穴加工は「角のみ

盤」を使用してもよい。また、ほぞの縦びき加工には「昇降丸鋸盤のほぞ取り装置」

を使用してもよい。 

⑧ビスケット溝の加工は、「電動溝切機（ジョイントカッタ）」を使用してもよい。 

⑨甲板と箱部（前板・左右側板・裏板）のだぼ接合部のだぼ穴を穿孔する際、ボール

盤を使用してもよい。また、厚さ方向の中心位置を決めるための治具を使用しても

よい。 

  （６）加工用治具については、だぼ穴穿孔用（木口面および木端面へのだぼ穴穿孔用）お

よび留め端ばめ接ぎ加工用治具（治具の一辺の長さは 400 ㎜以内）のみとする。な

お、これらの治具は、持参しても競技中に制作（競技中の治具の制作に要する時間

は競技時間に含まれる）してもよい。 

  （７）完成品は、すぐに塗装できる状態に表面を仕上げて提出する。ただし、脚先面はと 

らないで提出する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




